
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
脳
を
超
え
る
シ

ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
全
面
活
用
な
ど
大
転

換
が
相
次
ぐ
と
さ
れ
る
２
０
４
５

年
。
川
崎
市
産
業
振
興
財
団
ナ
ノ

医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
）の
片
岡
一
則
セ
ン

タ
ー
長（
東
京
大
学
特
任
教
授
）も

こ
の
年
を「
体
内
病
院
」の
研
究
ゴ

ー
ル
と
し
て
見
据
え
つ
つ
、
革
新

的
な
治
療
・
診
断
技
術
の
社
会
実

装
に
着
手
し
て
い
る
。
そ
の
取
り

組
み
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
も
繋
が
る
。

体
内
病
院
の
主
役
は
、
生
体
適

合
性
高
分
子
を
精
緻
に
積
み
上
げ

て
作
製
す
る
５０
�
�
以
下
の
ウ
イ

ル
ス
サ
イ
ズ
の
粒
子
「
ス
マ
ー
ト

ナ
ノ
マ
シ
ン
」。搭
載
す
る
機
能
分

子
や
表
面
構
造
を
変
え
る
こ
と
で

医
薬
品
に
も
診
断
プ
ロ
ー
ブ
に
も

な
り
、
細
胞
に
取
り
込
ま
れ
た
後

の
環
境
に
応
じ
て
ナ
ノ
マ
シ
ン
か

ら
内
容
物
を
放
出
す
る
設
計
が
可

能
だ
。
あ
ら
ゆ
る
医
療
機
能
を
ナ

ノ
マ
シ
ン
に
集
約
さ
せ
て
体
内
を

巡
視
し
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
体
内

の
異
常
の
検
知
、
診
断
、
治
療
が

行
わ
れ
る
未
来
を
描
く
。

社
会
実
装
の
第
１
弾
は
片
岡
氏

ら
が
１
９
９
６
年
に
創
業
し
た
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
ナ
ノ
キ
ャ
リ
ア
が
手

が
け
、
抗
が
ん
剤
を
搭
載
し
た
ナ

ノ
マ
シ
ン
は
最
終
治
験
に
進
み
、

実
用
化
が
目
前
だ
。
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ

の
中
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
Ｃ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ア
キ

ュ
ル
ナ
が
核
酸
医
薬
を
搭
載
し
た

難
治
性
乳
が
ん
の
研
究
開
発
に
取

り
組
み
、
ブ
レ
イ
ゾ
ン
・
セ
ラ
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
が
製
薬
会
社
と
組

ん
で
中
枢
神
経
性
疾
患
の
創
薬
を

本
格
化
す
る
な
ど
、
技
術
進
化
も

遂
げ
る
。

遺
伝
子
治
療
に
も
応
用
す
る
。

二
重
ら
せ
ん
構
造
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
一

本
鎖
に
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
丸
め

て
ナ
ノ
マ
シ
ン
の
中
に
封
入
す
る

技
術
を
世
界
で
初
め
て
確
立
し

た
。
こ
の
技
術
を
用
い
て
５
�
Ｆ

Ｃ
を
５
�
Ｆ
Ｕ
に
変
換
す
る
酵
素

の
一
本
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
ナ
ノ
マ
シ
ン

に
搭
載
し
、
静
脈
か
ら
注
入
す
る

こ
と
で
、
マ
ウ
ス
の
す
い
臓
が
ん

で
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
。
小

さ
く
丸
め
た
一
本
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
で

も
、
が
ん
細
胞
内
で
機
能
発
現
し
、

細
胞
毒
性
の
強
い
５
�
Ｆ
Ｕ
を
産

生
す
る
こ
と
で
、
が
ん
細
胞
を
死

に
至
ら
し
め
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。す

い
臓
が
ん
を
含
む
難
治
性
が

ん
で
は
間
質
が
バ
リ
ア
と
な
っ

て
、が
ん
組
織
深
部
へ
の
遺
伝
子

送
達
が
難
し
い
。
こ
の
発
明
に
よ

り
、
難
治
性
が
ん
で
の
新
た
な
治

療
法
が
進
む
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
一
般
的
に
遺
伝
子
治
療
で
使

う
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
は
搭
載
で

き
る
遺
伝
子
の
サ
イ
ズ
に
制
限
が

あ
る
が
、
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
応
用
し

た
こ
の
技
術
は
こ
れ
ま
で
不
可
能

と
さ
れ
て
い
た
サ
イ
ズ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
搭
載
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
遺

伝
子
治
療
の
幅
が
大
き
く
拡
が

る
。

川
崎
市
殿
町
地
区
の
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
拠
点
「
キ
ン
グ
ス
カ
イ

フ
ロ
ン
ト
」
の
中
核
施
設
と
し
て

ナ
ノ
マ
シ
ン
を
産
官
学
連
携
の
成

長
エ
ン
ジ
ン
に
据
え
、
優
秀
な
研

究
者
を
吸
い
寄
せ
、
周
辺
に
は

様
々
な
研
究
機
関
も
集
積
し
、
国

際
競
争
を
勝
ち
抜
く
土
壌
は
整
っ

て
き
た
。

一
方
で
「
基
盤
ま
で
掘
り
下
げ

て
考
え
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
」

と
、
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
は
基
礎
研
究
に

軸
足
を
置
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

「
質
の
高
い「『
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）』

と
強
固
な『
パ
テ
ン
ト（
特
許
）』が

創
出
し
続
け
な
け
れ
ば
、
起
業
に

よ
っ
て『
プ
ロ
ダ
ク
ツ
』を
生
み
出

せ
な
い
。３
つ
の『
Ｐ
』が
揃
う
こ

と
で
人
材
や
資
金
が
集
ま
り
、
経

済
活
動
と
し
て
発
熱
す
る
」。ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
が
大
企
業
と
異
な
る

の
は
、
起
業
し
た
時
点
で
地
域
へ

の
経
済
効
果
を
生
み
、
人
材
育
成

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
点
だ
。

バ
イ
オ
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

次
々
に
誕
生
す
る
米
国
ボ
ス
ト

ン
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
「
人
材
育

成
装
置
そ
の
も
の
だ
」。「
ナ
ノ
マ

シ
ン
」
と
い
う
大
き
な
傘
の
下
に

産
官
学
が
集
う
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
も
大

学
や
企
業
で
は
学
べ
な
い
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
実
地
研
修
）
を
通
じ
て
提
供
す

る
役
割
も
担
う
。「
起
業
が
う
ま
く

い
か
な
く
て
も
人
は
育
ち
、
次
の

起
業
に
つ
な
が
る
。
何
度
か
繰
り

返
す
う
ち
に
成
功
確
率
は
あ
が

る
」。片
岡
氏
が
見
据
え
る
の
は
世

界
に
負
け
ず
劣
ら
な
い
だ
け
で
な

く
、
持
続
性
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
だ
。

「
２１
世
紀
型
産
業
は
人
間
の
知

恵
の
結
集
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
」。

情
報
通
信
技
術
が
発
展
す
る
ほ

ど
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
ー
・
フ
ェ

イ
ス
が
紡
ぐ
確
か
な
情
報
や
発
見

の
重
要
度
は
高
ま
る
。「
サ
イ
エ
ン

ス
は
必
ず
役
に
立
つ
」。キ
ン
グ
ス

カ
イ
フ
ロ
ン
ト
は
徒
歩
で
行
き
来

で
き
る
世
界
で
も
希
有
な
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
集
積
地
だ
。
２０
年
度

に
は
羽
田
の
東
京
国
際
空
港
へ
と

橋
が
繋
が
り
、
世
界
に
羽
ば
た
く

チ
ャ
ン
ス
が
一
段
と
広
が
る
。

（
お
わ
り
）

様
々
な
国
、
大
学
、
企
業
か
ら
集
う
研
究
者
達
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
片
岡
氏

片
岡

一
則

持続性あるイノベーション・エコシステム形成

ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
セ
ン
タ
ー
長

↑ ↑ ↑
エコシステムについて学ぶ
シンポジウム参加受付中

記事広告

ナ
ノ
マ
シ
ン
が
成
長
エ
ン
ジ
ン


